


































































































































































































































































も 2000 であった。逆にバジルは 300 にも届かな
い値でしかなかったし、コリアンダーも中央値
は 500 に届かなかった。




































































































試料 ΔA/g AsAμmol/g（A） AsAμmol/g
バナナ 6     1.4 35  25
柿 7     1.6 38  24
人参 5     1.2 57  48
ショウガ 15     3.5 93  27
ニンニク 8     1.8 409 227
玄米茶葉 574 132 973     7.4
ローズマリー 1728 397 2363     6.0
タイム 1500 345 1994     5.8
オレガノ 537 124 1381  11
山椒 451 104 1387  13
花椒 1110 255 1842     7.2
シナモン 410  94 849     9.0
ナツメグ 108  25 340  14
ジンジャー 194  45 2440  54
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